
令

和

７

年

度

甲
佐
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

　

４
月
13
日
（
日
）、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
、
新
体
制
で
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

辞
令
交
付
式
で
甲
斐
町
長
は
「
消

防
団
は
、
地
域
防
災
の
要
で
す
。
住

民
の
生
命
、
身
体
を
守
る
た
め
努
め

て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
新
入
団
員
20
人
を
加
え
、

５
分
団
28
部
総
勢
３
４
５
人
が
地
域

防
災
力
の
要
と
し
て
、
消
防
・
防
災

活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
甲
佐
町
消
防
団
役
員

【
団
長
】
堀
田
高
志
（
緑
町
）

【
副
団
長
】
北
里
雄
秀
（
緑
町
）

　
　
　
　

  

一
口
主
税
（
芝
原
）

【
指
導
員
】
高
崎
弘
行
（
糸
田
）

【
第
一
分
団
長
】
中
村
嘉
希
（
岩
下
）

【
第
二
分
団
長
】
田
上
将
（
中
横
田
）

【
第
三
分
団
長
】
竹
田
信
聡
（
吉
田
）

【
第
四
分
団
長
】
益
田
祐
一
（
中
山
）

【
役
場
分
団
長
】
眞
田
洋
彰
（
熊
本
市
）

新
た
に
20
人
の
団
員
が
入
団

　

新
入
団
員
20
人
は
、
辞
令
交
付
を

受
け
る
に
あ
た
り
規
律
訓
練
に
臨
み

ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
上
益
城
消
防
組
合
消
防

本
部
（
御
船
町
）
が
実
施
し
、
消
防

団
員
と
し
て
活
動
す
る
上
で
必
要
な

基
本
動
作
な
ど
を
学
ぶ
も
の
。
団
員

ら
は
、
署
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

消
防
ホ
ー
ス
の
扱
い
方
や
基
本
動
作
、

消
防
団
員
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

甲
佐
町
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

18
歳
以
上
の
方
で
、
本
町
に
お
住

ま
い
の
方
、
本
町
で
働
い
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
女
性
消
防
団
員
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
（
甲
佐
町
消
防
団
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

令
和
７
年
度
甲
佐
町
消
防
団
が
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

▲辞令交付の後、堀田団長に宣誓をする新入団員

堀
田
高
志
団
長
以
下
３
４
５
人
が
地
域
の
防
災
活
動
に
励
む

▲（後列左から）中村第一分団長、田上第二分団長、竹田第三分団長、益田第四分団長、眞田役場分団長
　  （前列左から）一口副団長、堀田団長、北里副団長、高崎指導員

▲消防ホースの延長など扱い方を学ぶ新入団員
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